
第124回京都大学丸の内セミナー

自然生態系の中の寄生生物：
その驚くべき進化と生態系プロセスへの役割

令和６年４月１２日（金）

講演者：佐藤拓哉
（生態学研究センター・准教授）

１８：００～１９：３０

今日地球上に生息する生物種の約40%は寄生生物であり、すべて
の野生動物は少なくとも一種の寄生生物に寄生されていると言われ
ています。こうした寄生生物の中には、自らの利益（感染率向上）
のために、宿主個体の行動や形態を改変―宿主操作―する種が多数
存在します。宿主操作は、ある生物個体の遺伝子が、他の生物個体
の表現型として表出される「延長された表現型：Extended 
Phenotype」の好例であるとして、多くの生物学者を魅了してきま
した。しかし、寄生生物による延長された表現型の仕組みや自然生
態系での役割は謎に包まれています。
宿主操作の代表例として、寄生生物のハリガネムシ類は、森林や

草原で暮らす宿主（カマキリや直翅類等）の体内で成虫になると、
自らが繁殖をする水辺に戻るために、宿主を操って入水させてしま
います。秋口に、水辺をふらふらと歩くカマキリが不意に水に飛び
込む瞬間を見たことのある方もおられるのではないでしょうか？本
セミナーでは、ハリガネムシ類がどのような仕組みで宿主を水に飛
び込ませるのか？この恐怖の宿主が自然界で果たす役割は何なの
か？について我々の研究から分かってきたことをご紹介します。

https://www.kurca.kyoto-u.ac.jp/seminar
受講申込みはこちらから 「京都大学研究連携基盤」で検索

京都大学東京オフィス（新丸ビル10階）にて開催

現地×オンライン
第139回京都大学丸の内セミナー

参加無料

ハリガネムシ写真

偏光走性の強化 生態系での役割



開催回 日時 講演者
所属 講演タイトル 講演者

第１３１回 令和５年５月１２日（金） 経済研究所
取引仲介の経済学：
ヒト、モノ、カネの
連結を強靭化する

渡辺誠教授

第１３２回 令和５年６月２日（金） 複合原子力科学
研究所

水素と水と地球の
４６億年の物質学 奥地拓生教授

第１３３回 令和５年７月７日（金） 防災研究所 豪雨と崩壊: 新時代の
斜面災害予測 松四雄騎教授

第１３４回 令和５年８月４日（金）
高等研究院物質－
細胞統合システム
拠点／理学研究科

無機物に分子が組み込まれ、
生まれる新材料
「超セラミックス」

堀毛悟史連携主任
研究者／教授

第１３５回 令和５年９月１日（金） エネルギー理工学
研究所

雲外蒼天 “フュージョン
エネルギー”は雲を突き抜
けるか

稲垣滋教授

第１３６回 令和５年１０月６日（金） 人文科学研究所 仏と銅― アフガニスタンに
おける経済開発と文化遺産 稲葉穣教授

第１３７回 令和５年１２月１日（金） 生存圏研究所 空気の中のマイノリティー
と地球環境のおはなし 髙橋けんし教授

第１３８回 令和６年２月２日（金） iPS細胞研究所 iPS細胞で立ち向かう
呼吸器の難病 後藤慎平教授

第１３９回 令和６年４月１２日（金） 生態学研究セン
ター

自然生態系の中の寄生生
物：その驚くべき進化と生
態系プロセスへの役割

佐藤拓哉准教授

京都大学丸の内セミナー 開催予定一覧

ほとけ あかがね
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